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〒182-0032 

東京都調布市西町 376-3 味の素スタジアム内 

【神奈川大学】『巻返し』 

昨年の最終青学大戦を勝利することが出来ず、全敗で終えたシーズン。今年こそはと挑んだ初戦、明学大に敗れてしまうが、課

題をしっかり認識し、この青学大戦に向けて確実に前進している。この試合に勝利し、昨年の借りを返すと同時に、ＢＩＧ８上位

進出を狙う。 

《主将から一言》いつもＡｔｏｍｓを応援してくださっている関係者の皆様、ありがとうございます。皆様のご期待に沿えるよう、また

同時に自分たちが納得できる試合をお見せするため、次節、全力で挑みます。今シーズン応援よろしくお願いします。 

《注目選手》３年 ＬＢ ＃７ 塚田 紫門（神奈川県立舞岡） ・・・Ａｔｏｍｓのディフェンス、そしてキッキングチームを支えるキープレ

イヤー。彼の武器である、ハードタックルを決めて、一気に試合の流れを引き寄せ、チームを勝利に導きます。ハードなタックル

に繋げる、スピードある執念のパシュートにも期待。 

 

【青山学院大学】『Ｔｏ ｗｉｎ』 

「試合に勝つために、一人ひとりが何をするべきか」を常に考え続け、この３週間神奈川大学戦へ向けて練習をしてきた。今節

では前節の課題であったフィジカルとファンダメンタルで相手を上回り、今シーズン初勝利を収めたい。 

《主将から一言》２０２０年シーズンで勝利を飾りましたが、今年は去年以上にオフェンス、ディフェンス、キッキングで圧倒しま

す。そして会場に足を運んでくださった皆さんと勝利の喜びを分かち合います。 

《注目選手》４年 ＬＢ ＃３３ 高橋 優太 (桐蔭学園）・・・ＯＬを圧倒するスピードと鋭いタックルを武器にオフェンスをシャットア

ウトする様子に注目。 

 

【慶應義塾大学】『三本柱』  

ＴＯＰ８昇格のためにも絶対に負けられない一戦である明治学院戦。昨年から進化を遂げたオフェンスに安定感抜群の鉄壁ディ

フェンス、そしてそれらを支えるキッキングの三本柱で常に相手を圧倒し、勝利を必ず掴み取る。 

《主将から一言》久々の有観客の試合なので皆様の前でプレイ出来ることを部員一同楽しみにしています。前節に出た課題を

必ず修正して、オフェンス、ディフェンス、キッキング一体となって勝利を掴み取ります。応援の程宜しくお願い致します。 

《注目選手》３年 ＲＢ ＃３２ 藤田 嵩介（慶應義塾）・・・スピード、フィジカルを兼ね備えた次世代エースがタッチダウンを量産す

ること間違い無し。 

 

【明治学院大学】『ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ』  

強い相手（慶應大)と試合出来る事の喜びを感じ、今まで練習してきた全てを出し切る。自分達のやってきた事を信じ、仲間を信

じて最高の試合をし、勝利を掴んで明治学院大アメリカンフットボール部の新たな歴史を切り開く。 

《主将から一言》常に目の前のプレーに全力を出しきり、全員で勝利を勝ち取ります。 

《注目選手》３年 ＤＬ ＃４２ 宮島 倫太郎（明治学院）・・・頼りになるディフェンスリーダー。どんな相手だろうがスクリメージラ

インを支配する。彼の活躍がディフェンスそしてチームを盛り上げる。 

 

 

第１試合 １３：３０Ｋ．Ｏ． 

神奈川大学−青山学院大学 

第２試合 １６：１５Ｋ．Ｏ． 

慶應義塾大学−明治学院大学 

関東学生アメリカンフットボール連盟広報誌 

２０２１年１０月３１日（日） 

慶應大 神奈川 明学大 青学大 勝点 勝－負

慶應義塾大学 − ４７○０ ３ １－０

神奈川大学 − ０●２８ ０ ０－１

明治学院大学 ２８〇０ − ３ １－０

青山学院大学 ０●４７ − ０ ０－１

１部ＢＩＧ８　Ａブロック


